
あ
の
と
き
／
そ
れ
か
ら
～
戦
争
法
成
立
か
ら
三
年

戦
争
法
、
ま
た
は
安
保
関
連
法
（
政
府
の
呼
び
名
で
は
「
平
和
安
全
法

制
」
）
成
立
か
ら
三
年
が
た
っ
た
。

：
高
　
二
〇
一
五
年
九
月
、
衆
・
参
両
院
と
も
強
行
採
決
に
よ
り
成
立
し
た

一
一
か
ら
な
る
法
律
辞
（
新
法
「
国
際
平
和
支
援
法
」
お
よ
び
「
自
衛
隊
法
」

「
P
K
O
協
力
法
」
「
米
軍
等
行
動
関
連
措
置
法
」
な
ど
の
改
正
法
）
は
、
翌
年
三

月
施
行
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
根
拠
法
に
、
自
衛
隊
と
米
軍
と
の
あ
ら
た

．
な
「
任
務
・
行
動
・
武
器
使
用
権
限
」
領
域
を
確
立
さ
せ
た
。
い
く
つ

か
の
分
野
、
た
と
え
ば
、
米
艦
防
護
（
自
衛
隊
法
九
五
条
の
二
に
付
加
さ
れ

た
「
合
衆
国
軍
隊
等
の
部
隊
の
武
器
等
の
防
護
の
た
め
の
武
器
の
使
用
」
）
や
、
米

国
に
向
か
う
可
能
性
の
あ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
破
壊
措
置
命
令
の
よ
う

に
、
す
で
に
実
行
段
階
に
は
い
っ
た
任
務
も
あ
る
。

戦
争
法
の
核
心
で
あ
る
集
団
的
自
衛
権
の
容
認
と
い
う
九
条
タ
ブ
ー

破
壊
に
よ
っ
て
切
り
ひ
ら
か
れ
た
自
衛
隊
＝
米
軍
の
新
動
向
は
、
本
誌

連
載
の
「
ル
ポ
・
軍
事
列
島
」
に
詳
報
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
と
も

に
、
よ
り
本
格
的
な
（
壊
憲
波
動
）
が
準
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
知

っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
施
行
さ
れ
た
戦
争
法
制

を
長
期
防
衛
方
針
に
組
み
こ
み
、
五
年
単
位
の
予
算
と
し
て
按
分
し
、

新
兵
器
・
部
隊
を
議
連
、
編
制
し
て
い
く
作
業
、
言
い
換
え
る
と
「
集

団
的
自
衛
権
を
行
使
す
る
自
衛
隊
」
に
ふ
さ
わ
し
い
形
式
と
実
質
を
つ

く
り
だ
す
、
法
と
現
実
の
一
致
へ
の
動
き
で
あ
る
。
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そ
C
輪
郭
が
、
こ
の
八
月
二
八
日
に
公
表
さ
れ
た
「
二
〇
一
八
年
版

防
衛
自
書
」
、
翌
二
九
日
に
初
会
合
が
も
た
れ
た
「
防
衛
計
画
の
大

網
」
改
定
の
た
め
の
「
安
全
保
障
と
防
衛
力
に
関
す
る
懇
談
会
」
、
そ

し
て
三
〇
日
提
出
の
「
来
年
度
陽
衛
予
算
概
算
要
求
」
か
ら
見
え
て
く

∵　る。

日
ど
り
が
連
続
し
た
の
は
偶
然
だ
と
し
て
も
、
開
始
起
点
が
ど
れ
も

二
〇
一
九
年
度
な
の
だ
か
ら
、
準
備
が
八
月
に
集
中
す
る
の
は
当
然
と

い
え
る
（
そ
れ
に
来
年
度
は
「
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
＝
中
期
防
」
の
初
年
度
に

あ
た
る
）
。
し
た
が
っ
て
、
八
月
末
の
三
日
間
に
つ
づ
い
た
文
書
公
表
と

会
合
は
、
戦
争
法
に
盛
り
こ
ま
れ
た
枠
組
み
を
長
期
防
衛
戦
略
＝
「
防

衛
計
画
の
大
網
」
に
反
映
さ
せ
、
か
つ
、
兵
器
謂
達
五
力
年
計
画
＝

「
次
期
中
期
防
」
で
固
定
予
算
化
す
る
準
備
、
と
受
け
と
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
水
面
下
で
は
、
日
米
軍
・
軍
連
携
の
基
盤
と
な
る
「
1
5
年
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
＝
「
日
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針
」
の
再
改
定
作
業
も

急
が
れ
て
い
る
。

そ
こ
ー
で
、
「
八
月
の
三
日
間
」
を
手
が
か
り
に
、
以
下
、
安
倍
軍
弦

の
ね
ら
い
と
非
合
理
＝
改
憲
の
先
ど
り
の
内
実
を
見
て
い
く
。

防
衛
白
書
　
－
　
「
異
例
の
予
告
」

「
白
書
」
と
は
、
行
政
活
動
の
年
次
報
告
に
あ
た
る
文
書
で
、
陽
衛

白
書
の
場
合
、
「
お
お
む
ね
六
月
ま
で
の
一
年
間
の
防
衛
省
・
自
衛
隊

：
の
各
種
施
策
を
紹
介
」
と
さ
れ
、
従
来
は
過
去
一
年
間
の
政
策
説
明
に

と
ど
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
今
年
版
は
お
も
む
き
が
ち
が
う
。
序
文

，
∴
．
i
。
．
1
1
1
“
〇
m
1
「
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1
1
S
i
8
－
8
－
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i
i
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i
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i
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i
葛
S
i
i
i
S
i
i
案
看
案
案
菓
菓
看
案

（
「
刊
行
に
寄
せ
て
」
）
で
小
野
寺
五
典
防
衛
大
臣
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

北
朝
鮮
は
、
本
年
に
入
っ
て
か
ら
対
話
の
動
き
を
見
せ
て
い
ま
す

が
、
例
え
ば
、
今
な
お
、
わ
が
国
の
ほ
ぼ
全
域
を
射
程
に
収
め
る
ノ

ド
ン
・
ミ
サ
イ
ル
を
数
百
発
保
有
し
、
こ
れ
を
実
戦
配
橘
し
て
い
る

と
い
う
事
実
は
、
看
過
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
…
…
わ
が

国
と
し
て
は
、
今
後
の
北
朝
鮮
に
よ
る
具
体
的
な
行
動
を
し
っ
か
り

と
見
極
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
う
「
板
門
店
宣
言
」
や
米
朝
首
脳
会
談
と
は
明
確
に
一
線
を
画
す

見
方
を
し
め
し
た
。
昨
年
版
に
な
か
っ
た
つ
よ
い
調
子
だ
。
そ
こ
に
は
、

朝
鮮
半
島
情
勢
が
対
話
・
交
渉
路
線
に
動
く
の
を
み
と
め
た
く
な
い
心

情
　
－
　
と
く
に
、
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
（
地
上
発
射
型
弾
道
ミ
サ
イ
ル
迎

撃
シ
ス
テ
ム
）
の
導
入
予
算
を
要
求
し
て
い
る
こ
と
　
－
　
が
影
響
し
て
い

る
の
は
ま
ち
が
い
な
い
。
不
要
論
や
高
額
批
判
へ
の
牽
制
、
そ
し
て
配

備
先
に
指
名
し
た
秋
田
市
（
新
屋
演
習
場
）
と
山
口
県
萩
市
（
む
つ
み
演
習

場
）
周
辺
住
民
の
反
対
運
動
を
抑
え
こ
む
意
図
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
小
野
寺
「
序
文
」
は
、
つ
づ
け
て
次
期
「
防
衛
計
画
大

網
」
と
「
中
期
陽
」
に
も
ふ
れ
る
。

（
大
綱
・
中
期
陽
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
）
従
来
の
延
長
線
上
で
は
な

く
、
国
民
を
守
る
た
め
に
真
に
必
要
な
防
衛
力
の
あ
る
べ
き
姿
を
見

定
め
て
い
く
考
え
で
す
。
…
・
・
今
後
と
も
、
国
際
協
調
主
義
に
基
づ


